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地域連携･地域貢献

地
域
連
携
事
業

近
年
、
地
方
に
お
け
る
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
財
政
状

況
の
悪
化
等
、
地
域
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
、
大
学
を
地
域
に
お
け

る
重
要
な
資
源
と
位
置
付
け
、

地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、「
行
政
と
大

学
」、「
地
域
と
大
学
」
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
行
く
動
き
が

高
ま
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
学
が
地
域
等
と
の
連
携
を
結

ん
で
い
ま
す
。
本
学
に
お
い
て

は
、
次
の
と
お
り
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

長
崎
県
市
町
村
行
政

振
興
協
議
会
と
の

包
括
的
連
携
に

関
す
る
協
定

地
域
及
び
大
学
の
発
展
と
人

材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
２６
年
９
月

５
日
に
締
結
。
連
携
事
項
は
、

①
市
町
が
行
う
地
域
振
興
に
関

す
る
こ
と
、
②
大
学
が
行
う
教

育
研
究
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
、

③
市
町
職
員
及
び
学
生
等
の
人

材
育
成
に
関
す
る
こ
と
、
④
そ

の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ

と
の
４
項
目
。

連
携
の
一
環
と
し
て
、
平
成

２７
年
９
月
１１
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
た
『
各
市
町
村
を
対
象
と

し
た
大
学
の
連
携
シ
ー
ズ
説
明

会
』（
説
明
テ
ー
マ：

地
域
課

題（
人
口
減
少
、産
業
振
興
等
）

解
決
に
関
連
し
た
各
大
学
の
研

究
、
地
方
創
生
関
連
の
取
り
組

み
、
地
域
に
焦
点
を
あ
て
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
市
町
と
連
携

可
能
性
の
あ
る
ハ
ー
ド
面
の
資

源
紹
介
等
）
に
本
学
の
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
長
が
参
加
し
、
各

市
町
村
対
象
に
本
学
が
提
供
で

き
る
学
術
的
及
び
専
門
的
支
援

を
説
明
し
ま
し
た
。

長
崎
市
と
の

包
括
連
携
に

関
す
る
協
定

長
崎
市
と
本
学
が
有
す
る
資

源
や
機
能
等
の
効
果
的
な
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
幅
広
い
分
野

で
相
互
に
連
携
・
協
力
し
、
活

力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会

の
形
成
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
２７
年

３
月
１２
日
に
締
結
。
連
携
事
項

は
、
①
個
性
を
活
か
し
た
交
流

の
拡
大
に
関
す
る
こ
と
、
②
長

崎
学
の
継
承
に
関
す
る
こ
と
、

③
平
和
の
発
信
と
世
界
へ
の
貢

献
に
関
す
る
こ
と
、
④
地
域
経

済
の
活
力
の
創
造
に
関
す
る
こ

と
、
⑤
環
境
と
の
調
和
に
関
す

る
こ
と
、
⑥
安
全
・
安
心
で
快

適
な
暮
ら
し
の
実
現
に
関
す
る

こ
と
、
⑦
と
も
に
支
え
合
い
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
関
す
る
こ
と
、
⑧

原
爆
被
爆
者
の
福
祉
の
増
進
に

関
す
る
こ
と
、
⑨
創
造
的
で
豊

か
な
心
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
、

⑩
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
経

営
に
関
す
る
こ
と
、
⑪
前
各
号

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
協

定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
の
１１
項
目
。

連
携
の
一
環
と
し
て
、
平
成

２７
年
６
月
５
日（
金
）「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」で『
長

崎
の
課
題
』
を
テ
ー
マ
に
、
田

上
長
崎
市
長
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

長
崎
国
際
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

と
の
地
域
連
携
協
定

長
崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
（
以
下
「
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
」
と
言
う
。）

及
び
本
学
が
、そ
れ
ぞ
れ
企
画
・

立
案
・
実
施
す
る
、
行
政
、
教

育
、
研
究
の
活
動
で
、
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
事

項
に
つ
い
て
、
両
者
が
連
携
し

て
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
２７
年
３
月
２３
日
に
締
結
。

連
携
事
項
は
、
①
行
政
事
項
で
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
企

画
・
立
案
し
、
本
学
が
教
育
、

研
究
に
つ
い
て
実
施
で
き
る
事

長崎市との協定締結（左）田上市長（右）片岡学長６月５日 学生たちに語る田上市長
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項
、
②
教
育
、
研
究
に
つ
い
て
、

本
学
が
企
画
・
立
案
し
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
協
力
で
き

る
事
項
の
２
項
目
。

連
携
の
一
環
と
し
て
、
平
成

２８
年
度
か
ら
、『
長
崎
さ
る
く

ガ
イ
ド
』
を
育
成
し
て
い
る
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
、
長
崎

学
に
関
す
る
専
門
的
な
研
究
を

有
す
る
本
学
が
連
携
し
て
、『
長

崎
さ
る
く
ガ
イ
ド
』
の
養
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
、
本
学

は
、
平
成
２７
年
１１
月
、
平
成
２７

年
度
「
私
立
大
学
等
改
革
総
合

支
援
事
業
」【
タ
イ
プ
２：

特

色
を
発
揮
し
、
地
域
の
発
展
を

重
層
的
に
支
え
る
大
学
づ
く

り
】
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
部
長
補
佐

藤
田
民
子
）

長
崎
純
心
大
学

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

活
動
報
告

平
成
２３
年
４
月
「
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
扇
町
」
と
し
て
開
設
さ
れ

た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
２７
年

７
月
に「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」

へ
と
改
称
し
、
更
な
る
地
域
貢

献
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
改
称
に
伴
い
全
学
科
及
び

関
係
部
署
を
含
む
委
員
に
よ
る

運
営
委
員
会
を
開
催
し
、「
地

域
連
携
グ
ル
ー
プ
」「
地
域
支

援
・
活
性
化
グ
ル
ー
プ
」「
生

涯
学
習
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
の
運
営
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

「
地
域
連
携
グ
ル
ー
プ
」
で

は
、
地
域
と
の
連
絡
調
整
や
自

治
体
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

の
連
携
等
を
行
い
ま
す
。
今
年

度
は
、長
崎
市
の
イ
ベ
ン
ト「
元

気
が
い
ち
ば
ん
た
い
！
秋
フ
ェ

ス
」
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
、
長
崎

市
高
齢
者
す
こ
や
か
支
援
課
の

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
で
の
講
話
、

公
益
社
団
法
人
長
崎
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
「
犯
罪

被
害
者
支
援
の
た
め
の
実
務
協

議
会
」
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
「
地
域
支
援
・
活
性
化

グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
相
談
対
応

や
研
修
会
等
の
産
業
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
働
く
人
を
支
援
す
る
た
め

に
は
、
人
々
が
事
業
に
携
わ
っ

て
い
る
そ
の
「
場
」
を
訪
れ
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
事
業
場
を
訪
問

し
て
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
「
生
涯
学
習
グ
ル
ー

プ
」
で
は
、
実
務
に
従
事
し
て

お
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
学

習
や
技
術
支
援
の
た
め
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
長
崎
県
こ
ど
も
女
性
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
児
童
家
庭

専
門
家
チ
ー
ム
へ
の
技
術
支
援
、

本
学
大
学
院
臨
床
心
理
分
野
修

了
生
を
対
象
と
し
た
研
修
等
で

す
。
今
年
度
は
新
た
に
実
務
従

事
者
対
象
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー「
事

業
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
効
果
的
な
運

用
の
た
め
に
」、「
被
災
地
支
援

か
ら
学
ぶ『
支
援
』の
か
た
ち
」

も
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、

本
学
の
卒
業
生
や
関
係
者
の
み

な
さ
ま
方
を
始
め
と
し
た
地
域

の
方
々
と
直
接
お
話
す
る
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
本
学
で
な
け
れ
ば
行
え
な

い
地
域
貢
献
へ
期
待
さ
れ
る
お

声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
み
な
さ
ま
方
の
お
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
本
学
が
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行

い
、
地
域
と
の
連
携
を
促
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

室
長

田
崎
み
ど
り
）

学生寮は、耐震問題により２０１２年から閉鎖していました。
その間、自宅外から通学する入学者の住居については、指定の不動産業者を増やし、

指定アパートや一般住居の紹介を積極的に行ってまいりましたが、入学者の学生寮に
対する希望は強く、この度、従前の学生寮敷地に新しく学生寮を建設し、平成２８年度
より入寮できるようになりました。名称は学生からの募集を行った結果、従前の学生
寮と同じ名称で親しみ易い「マダレナ寮」となりました。寮室は、勉学に快適な環境
を考慮し、個室タイプで、全室Wi-Fi・冷暖房設備などが整備されます。
大学では、集団生活を通して、円満な人格育成を促し、寮生皆さんの大学生活を支

援していきたいと思っております。 学生支援課長 田口知加子

コンベンション協会との協定締結（左）川添会長（右）片岡学長

ストレスチェックに関する公開セミナー

長崎市の健康づくりイベント 秋フェス

新しいマダレナ寮

１３


